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【要旨】  
 損傷した腱・靱帯組織は治療損傷前の構造かつ力学的特性を獲得することは
困難である。組織再生医療技術を従来の治療アプローチに組み込むことで、そ
の治療効果が向上すると考えられる。  
 本研究の目的は、  腱由来幹細胞 (Tendon derived stem cells;以下 TSCs)か
ら細胞シートを作成し、ラット腱損傷モデルを用いて移植後の細胞シートによ
る腱治癒効果を組織学的および機能的に評価する事である。  
 ラットアキレス腱から TSCs を抽出し、温度応答性培養皿を用いて細胞シー
ト (以下；TSC シート )を作成することに成功した。TSC シートはラット正常アキ
レス腱表面に移植したところ、 4 週間後も移植部に生着していることを確認し
た。次にアキレス腱欠損部（損傷モデル）に TSC シートを移植、腱組織再生能
を対象群（欠損のみ）と比較して評価したところ、 TSC シート移植腱において
より正常腱に近い、腱長軸方向への配行性のある紡錘状の腱細胞およびコラー
ゲン繊維を確認した。対象腱では配行性に乏しい瘢痕組織様の組織像であった。 
また腱張力実験では、 TSC シート移植腱群が対象腱群と比較して最大破断力が
高いことが示された。                                                                      
 本研究において  TSC シート移植による早期腱治癒を促進する効果が示唆さ
れた。 TSC シート移植によって幹細胞および自家細胞外マトリックスを、異種
由来の生体足場を使用せずに移植できる利点があり、  今後の腱および靱帯損
傷治療に対しての再生医療アプローチの可能性が示唆された。  
 
 
 
